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発刊にあたって

神奈川県自然環境保全センターは、森林を中心とした自然環境の保全と再生を推進するため、企画

から事業実施、普及啓発、研究の各部門を備えた中核機関として、平成 12年度に創設されました。

平成 22年度には県庁組織の再編により、水源の森林づくり事業と分収林管理の部門が加わり、県内

の森林等自然環境の保全と再生について、より一体的に取り組む組織となりました。

「自然環境保全センター報告」は、日々の業務から得られた様々な成果や自然情報及び知見を県民

の皆様や他の行政機関等に提供するとともに、記録・保存することを目的に作成しております。

神奈川県下において、原生的な自然を有する丹沢大山地域では、自然環境の劣化が依然として継続

しており、県では「丹沢大山自然再生基本構想」に基づき策定した「丹沢大山自然再生計画（神奈川県）」

を 2007 年（平成 19年度）より実施し、ブナ林の再生、野生生物の保護管理、自然公園の適正利用、

あるいは県有林の整備や管理など様々な事業に取り組んでいます。2012 年（平成 24年度）より計

画は２期目を迎え、これまでの知見やモニタリング結果を踏まえた、より効果的な取り組みを推進し

ております。

また、県では水源環境の保全・再生を目的として、平成 19年度から水源環境保全税を導入し、水

源の森林づくり事業をはじめとする特別の対策に取り組んでいます。

当センターでは、森林再生部門で水源の森林づくり事業の推進及び総合調整を進めておりますが、

研究部門では、水源環境保全・再生施策の効果検証のために、水・土・森林植生や生態系の評価も含

めた総合的モニタリングを実施し、植生や土壌保全の観点から整備効果を検証するとともに、検証結

果を水源林整備技術の改良に結び付けております。

今回発行する第 12号では、調査・研究報告として、この水源環境保全・再生施策の効果検証の「東

丹沢大洞沢の水文地質と流出機構」、「東丹沢大洞沢における治山事業による水文観測の記録」のほか

「大山モミ採種園の造成と種子生産」、事業報告として「ワイルドライフレンジャーの取り組み」など

を掲載するとともに、その他業務で得られた結果を資料として紹介しております。

当センターでは、今後とも自然環境の保全と再生に関わる業務や研究内容の充実に努めるとともに、

成果や業績につきましては、本報告書以外にもホームページなどで紹介しておりますので、ご意見を

いただくとともに、業務等の参考としてご活用いただければ幸いです。

平成 26年 3月

神奈川県自然環境保全センター所長　益　子　　　篤



目　　　　　　次

発刊にあたって

調査・研究報告

東丹沢大洞沢の水文地質と流出機構

横山尚秀・内山佳美・三橋正敏 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1

東丹沢大洞沢における治山事業による水文観測の記録

内山佳美・中嶋伸行・横山尚秀・山中慶久 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 17

大山モミ採種園の造成と種子生産

齋藤央嗣・河野明子・藤澤示弘・越地　正・毛利敏夫・三橋正敏・久保典子 - - - - - - - - - - 27

事業報告

ワイルドライフレンジャーの取り組み

片瀬英高・久保田修映・高橋聖生・羽太博樹・藤森博英・馬場重尚 - - - - - - - - - - - - - - - - - 35

資　　料

丹沢山地におけるササ 3種の 2013 年の開花記録

永田幸志・田村　淳 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 43

丹沢大山の水場の水質調査結果（2013 年度）

丹沢大山ボランティアネットワーク・澁谷啓子 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 47

神奈川県自然環境保全センターに救護された傷病鳥獣の記録（2012 年度）

久末修司・森重京子・鵜飼祐子・渡辺郁美 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 51



1

東丹沢大洞沢の水文地質と流出機構

Study on Hydrogeological features of Ohbora-sawa Watershed  
in The Eastern Tanzawa Mountains

Takahide YOKOYAMA*, Yoshimi UCHIYAMA* and  Masatoshi MITSUHASHI*

要　旨

Ⅰ　はじめに
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Ⅱ　調査項目と調査方法
１　地形・地質

°

図１　大洞沢の位置（図中の枠が図 2の範囲） 図２　大洞沢の観測施設と流量観測地点（●：流量調査地点、B1、
B2：ボーリング孔（観測井）、△：量水堰、Ｘ－Ｙ：地質
断面線、x, C：気象観測点、⊥⊥：地滑り崩壊地（A～ E）、
No.3, No.4：対照流域）



東丹沢大洞沢の水文地質と流出機構 3

°

表１　地滑り地形の諸元

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　棚瀬 (1997) から抜粋、一部加筆

２　水文環境
(1)　湧水の位置および渓流の流量調査

写真１　大洞沢遠景 写真２　大洞沢量水堰No. １
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(2)　流量と降水量の調査

(3)　地下水位の観測調査

Ⅲ　調査結果

１　流域の地形・地質および土壌
(1)　地形および地質

°

°

°

写真３　地滑り崩壊地 (A) 上の斜面下湧水№ 14 写真４　地滑り崩壊地（B）の崩壊地下湧水№ 26
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図４　地質ボーリング調査結果（調査地点 B1、B2
は位置は図２に示す、破線①、②は地下水面
および地滑り堆積物下限位置（推定））

図３　ボーリング掘削中の孔内水位変化
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(2)　土壌

２　流域の水文環境
(1)　降雨と流出
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図５　大洞沢試験流域の土壌層厚分布

図６　大洞沢（堰№ 1）、2012 年の年間流量変化（日流量）
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図７　大洞沢（№ 1）の降雨前後の流量（毎時）変化（2012 年 2 月 5 日
～ 13 日、↓は直接・基底流出変換点）

図８　堰№ 1における降水量と直接流出量の関係（1985 年）、神奈
川県 (1986) による縦軸が流出率（％）、横軸が降水量（mm）

図９　大洞沢の年間降水量と年間流出量の関係（神奈川県,1983 に加筆）
縦軸：年流量 (ℓ / 分 )、横軸：年降水量 (mm)、○：神奈川県 ( ～ 1995)、●：東大 (2010、2011)
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表２　湧出量調査結果

図１０　大洞沢と周辺の湧水地点（●は湧出量測定：湧水№ 28 まで、○は位置確認のみ：湧水№ 29 以降）
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(2)　湧水

図１１　大洞沢の支流と流量観測地（△：測定地点）

表３　支流別低水流量測定結果 (1983.2)

写真５　№４流域の湧水 ( № 29, 堰（石垣）の下） 写真６　大洞沢周辺の湧水（№ 31）
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図１２　Ｘ－Ｙ地質断面と№４流域の湧水の位置および流量変化
断面線Ｘ－Ｙ、観測井Ｂ１、Ｂ２および湧水№ 34、35 の位置は図２に示す。中段の寄与率は東京農工大 (2012) による。

図１３　大洞沢の上流から下流の流量変化（最上段は河床標高（m））
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(3) 流量

表４　大洞沢の水質分析結果（2012.01.28 採水）

(4) 水質
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図１４　大洞沢と流入水の水質（ヘキサダイアグラム）の変化（測定地点は図２に示す）

図１５　地下水位と降水量の観測結果（2012.09 ～ 2013.09）
左軸は水頭（標高ｍ）右軸は降水量（大洞沢mm）　○は実測値
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(5)　地下水位

Ⅲ　水文地質

Ⅳ　まとめ

図１６　大洞沢の模式的な水文地質（下流から上流に向かった断面、図中の矢印は水の動きを示す）
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謝辞
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東丹沢大洞沢における治山事業による水文観測の記録

Report on hydrological observations by forest conservation project in 
Ohbora-sawa Watershed in the Tanzawa Mountains 

Yoshimi UCHIYAMA*, Nobuyuki NAKAJIMA**,  

Takahide YOKOYAMA*, and Yoshihisa YAMANAKA*

要　旨

Ⅰ　はじめに
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Ⅱ　観測流域の概要

° °

°

図 1　大洞沢位置図

図２　大洞沢観測流域と各観測地点

写真１　現在の量水堰（2013.11 撮影）
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図３　傾斜区分図

図４　治山施設と施工年度

図５　大洞沢の林相区分図（1979 年）

表１　大洞沢の森林蓄積（1979 年）
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Ⅲ　水文観測及び浚渫工事の概要
１　水文観測の経過

２　観測機器の仕様

図６　大洞沢の林相区分図（2007）

図７　量水堰のノッチの形状
（上：設置当初の量水堰の構造、

下：1997 年 4月以降のノッチの形状）
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３　水文観測データの整備

４　浚渫工事の実績

表２　年間土砂流出量
（1981 ～ 2012 年）
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Ⅳ　水文観測結果の概要
１　降水量・流量

２　土砂流出量
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図８　1994 年、1995 年、2010 年、2011 年の水収支
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表４　年間流出量と月別内訳
※月別内訳の欄で、網掛けは 1か月すべて欠測、下線の
数字は 1か月のうちの一部欠測あり。

表３　年間降水量と月別内訳
※月別内訳の欄で、網掛けは 1か月すべて欠測、下線の
数字は 1か月のうちの一部欠測あり。
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写真２　1983 年 2月の谷止工の堆砂状況
（上：1982 年度施工の上流から 2番目の谷止工、

　下：1982 年度施工の最上流の谷止工）

写真３　1991 年 1月の谷止工の堆砂状況
（1982 年度施工の最上流の谷止工）
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図１０　年間土砂流出量と降水量の関係
※降水量は図９の欠測補填済みのデータを用いた。（た
だし欠測の補填できなかった 1997 年のデータを除く）
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Ⅵ　まとめ

Ⅶ　謝辞

Ⅷ　参考文献
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243-0121 657
243-0121 657

大山モミ採種園の造成と種子生産

Planting fir tree (Abies firma) seed orchard of Oyama Mountain  
and seed production.

Hiroshi SAITO*, Akiko KONO*,Tokihiro FUJISAWA**, Masashi KOSHIJI*,  

Toshio MORI*, Masatoshi MITUHASHI* and Noriko KUBO*

要　旨

Ⅰ　はじめに
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Ⅱ　調査方法

１　大山モミの選抜、増殖と大山モミ採種園の造成

２　モミの着花と種子生産量

写真１　モミ種子の採種状況（2010,10　清川村宮ヶ瀬）　
モミの種子は通常このような大径木に登って上部に結実
した球果を採取する。
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３　モミ種子の品質

Ⅲ　結果

１　大山モミ採種園の造成　

２　大山モミ種子生産量
①大山モミ採種園の種子生産量

写真２　植栽 1年後に雄花が着花した大山モミ（矢印）
（2004）

写真３　植栽した大山モミ採種園の状況 (2003)
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②モミ林の種子生産量

④大山モミ採種園の開花

３　モミ種子の品質

写真４　大山モミ採種園における結実状況
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Ⅳ　考察
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Ⅴ　謝辞

Ⅵ　引用文献
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参考図１　収集個体位置図（中田ら 2005 より転載）
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ワイルドライフレンジャーの取り組み

A record of wildlife ranger’s activities

Hidetaka KATASE, Shuei KUBOTA, Satobu TAKAHASHI,  

Hiroki HABUTO, Hirohide FUJIMORI and Shigehisa BABA

要　旨

Ⅰ　はじめに

243-0121 657
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Ⅱ　活動内容

１　対象地

表１　2012 年度にワイルドライフレンジャーが取り組んだ銃器によるニホンジカ捕獲
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２　銃器による捕獲手法

３　忍び猟

写真 1　ブラインドテント

写真 2　シカデコイ

写真３　林道車上狙撃
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４　わな猟

５　他団体と連携した捕獲

写真４　冬季丹沢山における忍び猟

写真５　くくりわなにかかった個体（くくり足）
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６　捕獲のための誘引

７　ニホンジカ管理捕獲事業の立ち会い

写真 6　誘引物の設置

写真７　へイキューブと醤油

写真８　誘引されたニホンジカ（日中）

写真９　誘引されたニホンジカ（夜間）
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８　捕獲個体の計測等

Ⅲ　今後の課題

１　捕獲効果の把握

２　安全管理

３　山岳地の作業効率
写真１０　捕獲個体の計測

写真１１　捕獲個体の埋設処理（点線内が埋設個体）
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４　今後のワイルドライフレンジャーの取り組み
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丹沢山地におけるササ 3種の 2013 年の開花記録

Flowering records of three bamboo species in the Tanzawa Mountains 
in (the year) 2013

Ⅰ　はじめに

Pleioblastus chino  
chino

Sasamorpha borealis borealis
Sasa hayatae 

Ⅱ　材料と方法

Ⅲ　結果および考察

Cervus nippon

Ⅳ　謝辞
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Ⅴ　引用文献

図１　ササ開花に関する情報提供票
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図２　2013 年にササ類の開花が確認された場所
＊１　太線上で部分的に開花が確認された。
＊２　ミヤマクマザサの開花は菰釣山、丹沢山、大山周辺の一部（丸で囲んだ中の一部地域）でのみ確認された。
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丹沢大山の水場の水質調査結果（2013 年度）

Water quality analysis in the Tanzawa Mountains, 2013

Tanzawa Oyama Volunteer Network * and  Keiko SHIBUYA **

Ⅰ　はじめに

Ⅱ　調査方法
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表１　水質検査項目の解説

図１　調査箇所位置図
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Ⅲ　調査結果

表２　水質調査結果一覧（2013）
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神奈川県自然環境保全センターに救護された傷病鳥獣の記録 

（2012 年度）

Records on Rescued Wild Animals at Kanagawa Prefecture  
Natural Environment Conservation Center (2012.4-2013.3)

 Shuji HISASUE , Kyoko MORISHIGE , Yuko UKAI , Ikumi WATANABE

Ⅰ　はじめに

Ⅱ　取りまとめ方法

Ⅲ　概要
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Ⅳ　謝辞
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表１　救護された鳥獣の種類と件数（受付月別　2012 年度）
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表２　種別救護状況一覧（2012 年度）
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表３　年度別放野率
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図１　鳥類の保護原因

図２　哺乳類の保護原因
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